
今回は、現金仕入れが架空であることを前提とす
る課税処分の取消訴訟における、現金仕入れの存否
に係る主張・立証責任について取り上げます。
裁判においては、民事訴訟法などを中心に様々な

ルールが存在しますが、主張・立証責任の分配も代
表的なルールの一つです。主張・立証責任の分配と
は、争われている具体的事実について、どちらの当
事者に証明責任を負わせるかという問題であり、そ
の事実が認められることで有利な効果を得る者にそ
の事実の証明責任があると解されています（法律要
件分類説）。これは、裁判官が真偽不明（ノンリ
ケット）の状態に陥った場合の救済措置でもあり、
そうした場合においては、主張・立証責任を負う側
が主張に成功していないとして、当該当事者の主張
する効果を認めないこととするものです。
租税訴訟の場合、課税要件については課税庁が主

張・立証責任を負うと解されており、通説は必要経
費や損金の不存在についても課税庁側に主張・立証
責任があるとしています。本件では、課税庁が現金
仕入れに係る取引の不自然性・不合理性を具体的に
主張・立証するのは現金仕入れの約20％程度の取引
にとどまり、その余の部分については架空取引であ
ることの主張・立証が尽くされていないとして、損
金計上の対象としないことはできないと示されまし
た。しかしながら、証拠との距離に鑑みると、課税
庁が全ての取引の存在を主張・立証することには限
界もあり、数年前の取引ともなると一層困難となる
でしょう。今回はこうした事実上の問題点も踏まえ
ながら、租税訴訟における主張・立証責任の所在を
検討してみましょう！

現金仕入れが架空であったか否か
についての主張・立証責任

最高裁令和2年6月26日第二小法廷判決

第97回 スタンダードゼミ

都内会場予定（コロナ情勢に応じて決定）

未定（決定次第HP等でご案内いたします）

令和3年12月11日(土)

(スタンダードゼミ)

東京都世田谷区松原1-20-14-103

TEL: 03-6304-7491

H P: https://fulcrumtax.net/

E-mail:  jimu@ful-crum.info

Web会員 初回登録料：11,000円 月会費：11,000円
DVD会員 初回登録料：55,000円 月会費：16,500円 （すべて税込）

通信ファルクラム会員募集
租税法研究会をweb/DVDにて受講する通信制度です。研究会当日の
ライブ中継にもご参加いただけます。学習用動画もご覧いただけます。

一般社団法人ファルクラム

東京会場＋同時web中継 (会場未定)

令和6年11月23日(土)

ファルクラムでは研究会の模様をzoomにてリアルタイム
にweb中継しています。web視聴メンバーでのグループ
ディスカッションやコメント発表もできます！

zoomにてリアルタイム中継！

第 120 回

向上

(税資270号順号13421）

15:30～18:00

会員の事例報告がリニューアル！

ファルクラム租税法研究会の従来のスタイル「会員によ
る事例報告」がリニューアルして復活します（隔月）。
会員報告の回は全体で2時間半とし、会員による報告→グ
ループ・ディスカッション→酒井教授の解説となります。

租税法研究会(ゼミコース)

は大学院のゼミのようなス
タイルで、会員による裁判
例の発表を基に講師の酒井
教授を交えてグループディ
スカッションをしながら最
新の税務や重要裁判例を習
得し、実務に通じるアウト
プットを図る研究会です。
条文や判例の読み方、法律
的主張の構成を学び、リー
ガルマインド力の向上を目
指します。

・租税法研究会の無料参加：
年８回開催・欠席時は後日映像配信

・公開セミナーの無料参加：
年２回開催

・酒井教授の学習用動画：
年12回配信

・会費
初回登録料：55,000円（税込）
月会費：16,500円（税込）

その他のコースとして、web形式のレク
チャーコースや、租税法入門講座プレッ
プ・ファルクラムなど多数の講座があり
ます（会費別途）。

会場は後日ご案内します

お申込みURL/QRコード

http://bit.ly/120s-yes

次回 第121回スタンダードゼミ：令和5年12月14日(土)
会場やテーマは決まり次第ＨＰにてご案内いたします。

令和6年度第2回公開セミナー：令和6年12月3日(火)14時~
会場やテーマは決まり次第ＨＰにてご案内いたします。
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